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「備えを積み重ねる」ということ 

副校長 島本 恭子 

 

2学期が始まり、児童・生徒は学校生活のリズムを少しずつ取り戻し、元

気に学習や活動に取り組んでいます。 

夏季休業中、教職員は研修や授業研究、教材づくり、校内環境の整備な

どに取り組みながら、新学期に向けた準備を進めてきました。 

夏休みは、2学期に向けた大切な準備期間でもあり、その一つとして、不

審者対応訓練を実施しました。通報体制や避難誘導、関係機関との連携を確

認し、いざという時に迅速に対応できるよう備えを整えました。 

また、本校では 8月末から車両出入口側の門の防犯カメラの運用を開始

し、現在電子錠の設置を進めています。これらは不審者の侵入を防ぐだけで

なく、児童・生徒が校外へ出てしまわないためと、出てしまった際には状況

確認や迅速な対応にも役立つ設備です。子供たちがより安心して学校生活を

送ることができるよう、安全な環境づくりを進めています。 

さらに、この夏には教職員に公用スマートフォンが配備されました。授業

づくりや学習の記録、校外学習時の安全確認、緊急時の情報共有などに活用

し、安全で質の高い教育活動の充実につなげていきます。 

9月に入り、台風 24号と秋雨前線の影響による大雨が各地で発生し、九州

地方をはじめとして浸水や土砂災害などの被害が報告されました。自然災害

はいつ、どこで起こるか分かりません。また、不審者対応や児童・生徒の安

全確保についても、日頃からの備えが何より重要です。避難訓練や防犯訓練

は毎年繰り返し行われますが、非常時に落ち着いて行動するためには、その

積み重ねが欠かせません。 

学校では今後も、防災・防犯の両面から危機管理体制の充実を図り、児

童・生徒一人一人が安心して学べる環境づくりに努めてまいります。保護者

の皆様にも、災害時や緊急時の対応について、御家庭で話し合う機会をもっ

ていただければ幸いです。 


